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第 23 回 原子力建築運営委員会 議事録 

 

日 時：平成 27 年 10 月 14 日（水）10:00～12:00 

場 所：日本建築学会 建築会館 202 会議室 

出席者：（敬称略） 

 委員  ：北山（主査：首都大）、中川（幹事、中部電）、 

瀧口（東工大）、橘高（首都大）、前田（東北大）、楠（東大）、菊地（東京電）、 

伏見（関電）、梅木（中部電）、川里（原電）、斎藤（北海道電）、 

尾形（東北電）、小竹（北陸電）、阿比留（中国電）、細川（四電）、 

赤司（九電）、武井（電源開発）、棟方（原燃）、辻（原安進）、 

圓（大林 今塚委員代理）、兼近（鹿島）、小島（清水 三浦委員代理）、 

小野（大成）、神地（竹中） 

【下線は欠席者】 

 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：和田（中部電）、杉田（鹿島）、坂詰（清水） 

 

資 料：23-0  第 23 回 原子力建築運営委員会議事次第 

23-1  第 22 回 原子力建築運営委員会議事録（案） 

23-2-1① 2015 年度の原子力建築運営委員会の検討体制 

23-2-1② 2015 年度 原子力建築運営委員会 委員名簿（案） 

23-2-2① 第 40、42 回 原子力関連学協会規格類協議会概要 

23-2-2② 第 41 回 原子力関連学協会規格類協議会 議事録 

23-2-3  原子力総合シンポジウム 2015 概要 

23-3-1  2015 年度 原子力耐震性能評価小委員会 耐震裕度評価 WG 年間ス 

ケジュール（案） 

23-3-2① 第 14 回 原子力建築物維持管理小委員会 議事録（案） 

23-3-2② 「原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説」の改定スケジュ

ール（案） 

23-3-2③ 「原子力施設における建築物の維持管理指針」改定講習会 

23-4-1① 原子力建築運営委員会 滑動状況 

23-4-1② 小委員会廃止申請書（原子力建築物維持管理小委員会） 

23-4-1③ 小委員会設置申請書（原子力構造物維持管理小委員会） 

23-4-1④ WG 廃止申請書（維持管理指針改定準備 WG） 

23-4-1⑤ 2016 年度 委員会活動計画案（原子力建築運営委員会） 

23-4-1⑥ 2016 年度 委員会活動計画案（原子力耐震性能評価小委員会） 

23-4-1⑦ 2016 年度 委員会活動計画案（原子力構造物維持管理小委員会） 

23-4-1⑧ 2016 年度構造委員会 各委員会設置期間・予算申請額 
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23-4-2  2016 年度大会構造部門パネルディスカッション概要 

 

議 事： 

1. 前回議事録の確認 

  中川幹事より資料 23-1 に基づき、第 22 回原子力建築小委員会議事録（案）の説明が

あり、承認された。 

 

2. 運営委員会の本年度活動について 

  中川幹事より資料 23-2-1①、②に基づき、2015-2016 年度の検討体制および 2015 年度

の委員名簿について説明があった。 

  中川幹事より資料 23-2-2②に基づき、第 41 回原子力関連学協会規格協議会議事録につ

いて紹介があった。 

  兼近委員より資料 23-2-2①に基づき、第 42 回原子力関連学協会規格類協議会の概要に

ついて紹介があった。 

  中川幹事より「原子力総合シンポジウム 2015」の概要について紹介があった。詳細に

ついては次回の運営委員会にて梅木委員から報告がある旨、説明があった。 

 

3. 各小委員会の本年度活動状況について 

  杉田オブザーバーより資料 23-3-1 に基づき、2015 年度原子力耐震性能評価小委員会耐

震裕度評価 WG の年間スケジュール（案）について紹介があった。 

  和田オブザーバーより資料 23-3-2①に基づき、第 14 回原子力建築物維持管理小委員会

の議事録（案）について紹介があった。 

  和田オブザーバーより資料 23-3-2②に基づき、「原子力施設における建築物の維持管理

指針・同解説」の改定スケジュール（案）について説明があり、以下のコメントがあっ

た。 

 ・脱稿～刊行までの手続き作業を詳細に記載しておくと、他の改定作業時の参考となる。 

 ・実質的な改定作業に携わった旧委員については、著者として掲載した方がよい。 

  和田オブザーバーより資料 23-3-2②に基づき「原子力施設における建築物の維持管理

指針」改定講習会について紹介があった。 

 

4. その他 

  中川幹事より資料 23-4-1①に基づき原子力建築運営委員会の活動状況について説明が

あった。 

  和田オブザーバーより資料 23-4-1②～⑧に基づき小委員会およびWGの廃止/設置に関

する説明があった。主なコメントは以下。 

 ・原子力構造物維持管理小委員会の活動計画に、指針の英文化を記載するとよい。 
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 ・原子力建築運営委員会の各年度活動計画に廃炉に関する技術的な検討を実施すること

を記載しておいた方がよい。 

  杉田オブザーバーより資料 23-4-2 に基づき 2016 年度大会のパネルディスカッション

について説明があり、開催希望日・時間帯について以下のように希望することで了承さ

れた。 

 ・第一希望 初日の午前 

 ・第二希望 初日の午後 

 

  瀧口委員より維持管理指針改定講習会の申込者が 10 月 14 日現在で 21 名である旨、報

告があった。 

 

  次回の運営委員会は以下の予定で行う。 

  日時：2016 年 2 月 23 日（火） 14:00～16:00 

  場所：日本建築学会 会議室（予定） 

 

 

以上 


